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　原著論文　 特別支援教育センター研究紀要，12，13―22（2020）

Ⅰ　はじめに

　自閉スペクトラム症（以下ASDと記す）と
は，コミュニケーションや言語に関する症状があ

り，常同行動を示すといった様々な状態を連続

体として包含する診断名である。ASD者の中に
は，家庭や学校，施設，または地域社会におい

て，様々な行動問題を示す人が少なくない（村

本・園山, 2009）６）といわれている。他傷や自傷，
衝動・多動性，強迫的行動，かんしゃく，感覚過

敏等といった症状がみられ，これらは，ASD者
と暮らす家族の生活に深刻な混乱をもたらす（柳

澤, 2012）14）。また，家庭場面の行動問題は，養
育や家庭生活および地域生活の困難を招き，ひい

ては本人を，より制限のある環境へと隔離する主

要な原因であり続けている。そのため，行動問題

があるASD者本人と家族に対する支援は，緊急
な課題である（藤原・平澤, 2001）２）ことが指摘

されている。さらに，ASD者が示す行動への理
解や対応の難しさは，家族全体にわたって共通し

た課題であり，家族の心理的な負担と強い関連性

があることがうかがえる。このため，ASD者の
家族に対しては，ASD者の行動や特性とそれら
への対応方法に関する適切な情報，また，それら

について学ぶ機会を提供することが必要である

（柳澤, 2012）14）。このような中，行動問題がある
ASD者をもつ家族への介入に関しては，以下の
ような研究報告がある。

安達・古川（2003）１）は，行動問題を示すASD
児をもつ母親との面談を通じて，応用行動分析

やTEACCHプログラムのアイディアに基づい
たアドバイスを行った結果，行動問題が一定程

度改善した事例について報告している。竹井ら

（2009）12）は，行動問題を示すASD幼児とその母
親に対して，機能的アセスメントを用いて，包

括的な支援計画を立案・実施している。その結

果，行動問題が減少し，母親との適切な相互作

用が増加したことを報告している。上野・野呂

（2011）13）は，ASD児と母親に対して機能的アセ
スメントを実施し，適応行動の機会設定とトーク

ンシステムの利用を行った結果，行動問題は低

減し，母親との適切な相互作用の増加が示唆され
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たと述べている。末永・小笠原（2012）９）は，自
傷や物壊し等の行動問題があるASD児に対して，
機能的アセスメントに基づき，自己管理手続きを

導入している。その結果，望ましい行動は増加

し，また，保護者による記録を導入してからは，

行動問題の大きな抑制がなされたと報告してい

る。河内ら（2015）３）は，うつ病のある母親が行
動問題を示すASD児に，絵カード交換式コミュ
ニケーションシステム（以下PECSと記す）を用
いた関わりに対する介入を行っている。適切な要

求と終了の行動を形成することで，行動問題は減

少したと述べている。岡本（2015）７）は，行動問
題を示すASD児の保護者と教師との連携方法と
して，協議ツールの有効性について報告してい

る。協議ツールは４つから構成されており，それ

らを活用することによって，家庭文脈に適合した

支援を提供することが示唆されたと述べている。

岡村（2016）８）は，ASD児に対して，高いストレ
スをもつ母親が，機能的アセスメントに基づく介

入を家庭で実行するための支援について報告して

いる。行動記録に基づく保護者の強みを強調する

支援アプローチを行った結果，母親は行動問題の

先行事象や結果事象，介入方略を自発的に語るこ

とがみられ，行動問題は減少した。また，子ども

や母親の肯定的な評価や望ましい関わりについて

の語りもみられだし，母親の精神的健康度が上昇

したと述べている。前田ら（2017）５）は，行動問
題を示すASD児の母親に対して，主体的な支援
改善や調整を行うために有効な記録様式と，母親

の行動変容の過程について検討している。その結

果，子どもの行動のみを記録する条件よりも，子

どもと母親の両方の行動を記録する条件において

提案された介入が正確に実施され，子どもの行動

問題が低減したと報告している。

また母親へのインタビュー調査による研究とし

ては，李木（2003）10）と鈴木ら（2015）11）の報告
がある。李木（2003）10）は，20代前半の男性の母
親１名へのインタビューを通して，行動障碍にま

つわるエピソードを取り出し，子育ての物語を構

成している。子どもの示す行動障碍は，初期の段

階は障碍によってもたらされた行動が中心であっ

たが，次第に社会的な意味を持った他者との関係

で生じた行動に変化した。そのため母親は，子育

ての方法を変え，専門家にも協力を求めようとし

たが，うまくいかなかった。専門家とよい関係が

作れた時期には，子どもにも成長が認められたと

述べている。鈴木ら（2015）11）は，ASD者をも
つ母親の養育レジリエンスの構成要素を明らかに

するために，16歳以上のASD者をもつ母親への
インタビューを行い，修正版グラウンデッド・セ

オリー・アプローチ（以下M-GTAと記す）を用
いて分析している。母親は親意識と自己効力感に

よって動機づけられ，子どもの特徴理解を踏まえ

て対応策を考え，社会的支援を活用し，子どもの

特徴や社会的支援に基づき成り行きを見通すこと

で，子どもを取り巻く問題に対する対処を導き出

していることを報告している。

以上のように先行研究の多くは，学校や大学等

の専門機関と家族との協働による取り組みや行動

分析の手法を用いた研究である。鈴木らの報告

は，知的障害があるASD者のみではなく，また，
母親の思考過程を対象としている。知的障害があ

り，行動問題があるASD者をもつ母親の子育て
に関する研究は，ほとんど見当たらない。しかし，

前述したように，行動問題があるASD者本人と
家族に対する支援は喫緊な課題である。厚生労働

省においても平成25年度より，強度行動障害を
有する者に対する支援を適切に行う者を養成する

「強度行動障害支援養成研修（基礎研修）」を創設

している。

筆者の職場においても，激しい行動問題のため

に家庭生活が維持できなくなり，病院へ入院もし

くは施設入所するケースが複数ある。また，入院

や入所施設を利用していない場合でも，本人が示

す様々な行動問題のために，家族が疲弊している

ケースは少なくない。しかしその一方で，知的障

害があり行動問題があるASD者が，一進一退す
るものの，少しずつではあるが比較的安定してい

く様子を目の当たりにすることもある。そこで，

本研究においては，一時期行動問題が激しかった

が，現在（インタビュー当時）は比較的状態が

安定している，知的障害があり行動問題がある

ASDの子を持つ母親へのインタビューを通して，
母親の子どもへの関わり方の変容プロセスを明ら

かにすることを目的とする。行動問題があるもの

の比較的状態が安定しているという，成功事例の

母親の子育てのプロセスを学ぶことは，今後の家

族支援を考えるうえで多くの示唆を与えてくれる
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ものと考えた。また，比較的安定とは，行動問題

が全くないわけではなく，そのために家族に多少

影響があるものの，家族の生活に対して非常に支

障をきたしているわけではないことを意味する。

Ⅱ　研究方法

１．調査対象

分析対象者は，2017年12月段階で，一時期行
動問題が激しかったが，現在（インタビュー当時）

は比較的状態が安定している，知的障害があり行

動問題があるASD者を持つ母親（６名）であり，
インタビューを用いる半構造化面接を行った。イ

ンタビューの期間は，2017年12月から2018年２
月であり，時間は１人１時間から４時間であっ

た。調査協力者の基本属性については，女性６名

で，インタビュー時の年齢は，40代２名，50代３
名，60代１名であった。また，子どもの年齢は，
16歳から36歳であった。

２．倫理的配慮

調査協力者には，研究目的・個人情報保護・

データの取り扱い・同意取り消しの権利について

口頭および文書で説明を行い，協力への同意を文

書で得た。また，協力者の了解を得て，インタ

ビュー内容はICレコーダーで録音を行った。分
析および調査結果の公表段階において，個人が特

定されないように配慮した。

３．分析方法

　本研究では，M-GTA（木下, 2007）４）を用い
て分析を行った。本研究は，母親と子どもとの間

の相互作用と深く関連し，知的障害があり，行動

問題があるASD者への母親の関わり方変容プロ
セスを明らかにすること，その結果から支援のあ

り方を検討することを目的としている。そのた

め，相互作用性およびプロセスを構造的にとらえ

る分析に優れており，実践での応用を意図する

M-GTAは，本研究の分析方法として適している
といえる。

M-GTAは，分析焦点者と分析テーマを定め，
分析を進める。本分析では，分析焦点者を「一時

期行動問題が激しかったが，現在は比較的状態が

安定している，知的障害があり行動問題がある

ASDの子どもを持つ母親」とし，分析テーマを

「知的障害があり，行動問題があるASDの子ども
を持つ母親の子どもへの関わり方変容プロセス」

とした。

Ⅲ　結果

　生成した概念は『　』，サブカテゴリーは〔　〕，

カテゴリーは【　】，コアカテゴリーは《　》，語

りの引用データは「　」で示す。はじめに分析結

果全体を，分析結果図（Fig.１）とストーリーラ
インを用いて示す。

知的障害があり行動問題があるASD者への母
親の関わり方プロセスは，《子どもに必要な関わ

り方が分かっていく》プロセスである。母親は子

どもが小さな頃から，【無我夢中で関わ】ってき

た。母親はずっと，子どもの『行動の激しさに当

惑し』ており，〔専門的意見を欲〕し，〔特性に

合った方法を見出そうと（する）〕しながら，【子

どもに合った対応を追求する】。また，〔子どもが

安定する手立てを講じ（る）〕，〔成功のための用

意周到〕を行うことによって，【子どもが安心す

る対応を理解していく】。この，【子どもに合った

対応を追求する】と【子どもが安心する対応を理

解していく】を何度も繰り返すことによって，【子

どもに合った対応を認識していく】。その一方で，

子どもの『行動の激しさに当惑する』ことは全

て無くなることはなく，【所属機関に理解を求め

（る）】，【状態改善への渇求】をする。しかし，す

ぐに改善することはなく，【子どもに合った対応

を追求する】，【子どもが安心する対応を理解して

いく】，【子どもに合った対応を認識していく】と

いう《子どもに必要な関わりが分かっていく》を

何度も何度も繰り返すことによって，【生活しや

すさを培う】に至る。また，これらは，【拠り所

がある】に下支えされていた。

次に見出したカテゴリーごとに，分析結果を説

明する。語りデータは，文脈を壊さない程度に読

みやすいように一部加筆修正している。

１．【無我夢中で関わる】

　母親は子どもの行動が危険であったり，母親と

離れることを嫌がるため，子どもが小さな頃よ

り，ずっと『密着して過ご（す）』してきた。

　「歩けないような子が，タンスとかによじ登る

んですよ。…（中略）…目が離せない，危ない，
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怖いっていうのが，小さい時の育てにくさって

いったらそこです」「365日，24時間，上の子に対
してはベッタリでしたね」

そして，「母子通園に通いました。あの子は２

歳８ケ月で診断受けたんですよ。それが１月か２

月だったので，その年の５月から３月末まで。」

との語りのように，かかりつけ医や行政等を通じ

て専門の医療機関を受診し，『療育機関を利用す

る』ようになる。

このように母親は，子どもが示す，対応が難し

い行動の理由は何なのか分からず，子育てに明け

暮れている。また，周囲から勧められて，療育機

関の利用を開始するこの時期は，自閉症に関する

知識がなく，【無我夢中で関わ（る）】っていると

いえる。

２．『行動の激しさに当惑する』

　子どもが療育機関を利用し始める頃になると，

母親は子どもの行動問題が激しいため，どのよ

うに対応すればよいのか分からず途方に暮れる

（『行動の激しさに当惑する』）ようになる。

　「パニックだらけ，すごかったです。いつもい

つも連絡帳に，今日のパニックはこんなだったで

すって，長々と書いてましたね」「通園に来る頃

は相当困ってました。…（中略）…私にしがみつ

いて降りないんですよ。それから，かんしゃくを

起こしだすと止まらない，泣き叫ぶ，暴れる」

　行動問題は子どもが幼児期の頃からみられ，年

齢的な成長と共に形を変えたり，激しくなった

り，落ち着いたりする。そのため，「スケジュー

ルを入れたからこだわりとか問題行動が軽減はし

たけど，無くなったわけじゃないから」と語るよ

うに，母親は子どもの状態が比較的安定している

時でも，全く安心しているわけではない。

３．【子どもに合った対応を追求する】

　『行動の激しさに当惑（する）』している母親は，

日々子どもの対応に追われており，「（私が）追い

詰められてて，かんしゃくがひどいので」との語

りのように，精神的にかなり疲弊している。その

ため，「小学校の１年生から３年くらいまでです

かね。最初は２週間に１回行っていた」と語るよ

うに，児童発達支援センターや学校とは別に，個

別療育を行う専門機関に通うことで，子どもが成

長することを期待する（『専門機関への期待』）。

また，子どもが通っている児童発達支援センター

や学校，相談機関の担当者に相談し，アドバイス

を求める（『担当者のアドバイスを求める』）。

　「（子どもは）どこかに連れて行かれるのかが恐

怖だったんです。で，家から出て車に乗る時に泣

く，それが毎日だったので。それを先生に相談し

た時に，行く先々が決まったところがある場合

は，バッグを変えたらどうですかっておっしゃっ

ていただいて」

　そして，「私だったら，今の状態を他の人に少

し見てもらいたいっていうのがあるんですよね。

…（中略）…この状況なんよねっていうことを一

緒に見てもらって，話しを聞いてもらえるのが

一番いいと思うんですけど」と，母親は『家庭訪

問によるアドバイスを望む』。このように母親は，

子どもが示す行動問題に対して，どのように関

わってよいのか分からないため，子どもの所属機

関や専門機関にアドバイスを求めていた（〔専門

的な意見を欲する〕）。

　その一方で，「（学習会には）相当行ってました。

知っていることでも，そうよねって聞いて確認で

きることとかが，自分の中でやっぱりうれしかっ

たりとか。勉強したいのもあったし」と語るよう

に，学習会等に参加し，自閉症の特性や具体的な

対応方法等を学ぶ（『知識の習得』）。そして，母

親が学習会や他の母親から得た，自閉症児者に有

効といわれている視覚的な支援を用いて，わが子

に伝えるようになる（『視覚的に伝える』）。

　「そういう簡単なことでもいいから，取りあえ

ず視覚で示すといいんだなって思って，自分でも

取り組みだして，何となく。バッグを変えるのも

視覚だし，本当に何となく自分で」「最初はスケ

ジュールを本当にするだけって感じで，まだ私も

理解がよくできてなかった気がするので。取りあ

えず写真をパッパッパって貼って」

　また，「発信するから，それに答えるにはどう

したらいいかなっていうのと，…（中略）…言っ

ていることが理解不能でうまく伝えてこなかった

りするから，字で書いたらどうだろうって思っ

て。小さなホワイトボードをスケジュールの横に

置いてあげて」との語りのように，母親は自分か

ら伝えるだけではなく，子どもからの発信を理解

したいと思い，『表出する手立てを講ずる』よう
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になる。

　このように母親は，試行錯誤しつつも〔専門的

な意見を欲（する）〕し，〔特性に合った方法を見

出そうと（する）〕しながら，【子どもに合った対

応を追求し（る）】ていた。

４．【子どもが安心する対応を理解していく】

　【子どもに合った対応を追求する】一方で母親

は，「それで無理やり車に詰め込んで，…（中略）

…グッタリして，その日泣いてですね。もう行か

ないって」と語るように，子どもの意思と違った

ことを一方的に行うと，子どもの状態が悪くなる

ことを経験している。そのため，子どもが発信す

る『意思を尊重する』ようになる。

　「今日は何々です，明日は何々です，金曜日は

何々ですって言うので，叶えられるものはそれ

にして」「私のところに来て，お母さん，Yって
言うんですよね。Yが何かって言って。Yって何
回も言うから，Yに行きたいの？って聞くと，う
んって言うから（Yに行くようにした）」
　また，「本人は一番したいのは食事をしたいわ

けじゃなくって，お父さんの車でどっかに行きた

いわけです。だから，分かった，お父さんが帰っ

てきたら，夜買い物に行きましょう。買い物だっ

たらOK」や「歌とか音楽が好きなので。好きな
曲をこれこれって言って，ヘルパーさんに入れて

もらって聴く」との語りのように，子どもが安定

するためには好きな活動があることが大事だと思

い，『好きな活動を保する』ようになる。

　さらに，ある物事に対して子どものこだわりが

非常に強く，子どもが分かる方法で説明しても納

得しないため，子どもが諦めるまで待ったり，つ

き合ったりする（『こだわりにつき合う』）。

　「祭日や台風で学校がない日も，こなさないと

いけないスケジュールだから，連れて行けって大

暴れするような感じで。閉まっている学校に連れ

て行って，入れないよって示したことも何回もあ

ります」「本人が飽きるまで聞くんやろうって。

飽きたら次のにしようかって思うかもしれない

し。延々とこれかもしれないけど，本人がこれが

いいって言うんならいいやろうって。口出しして

ないですね」

　このように母親は，それまでの子育ての中で必

要と思われる〔子どもが安定する手立てを講じ

（る）〕ていた。

　また，「声が大きいとか，急に声をだすとか，

急にバッと動く子も苦手」や「拒否権って示した

ことが一度もなく。嫌だろうがしないといけない

ことは，彼にとってしないといけないことで。そ

れを止められるのが嫌なので」との語りのよう

に，母親は子どもを育てていく中で，家庭や学校，

その他の場面で，子どもは何が苦手なのかを把握

していく（『苦手さを把握する』）。

　その上で，母親は今までの子育て経験から，子

どもの安定のためには成功体験が重要だと理解し

ている。そのため，子どもが苦手と思われる事象

に対して，事前準備を入念にするようになる（『事

前準備を入念にする』）。

　「式典が鬼門なんです。写真も撮らせてほしい，

教室も見させてほしい，スケジュールも作るか

らってお願いして」「不安が私の方が強かったか

らですね。でも，スケジュールで私が，いつから

Kに行きますよとか，いつからここに行きますよ
とか，担当は誰ですよとか，してあげてたからで

すね」

　このように母親は，子どもが新しい環境に変わ

る時や苦手と思われる事柄に対して，失敗しない

ように用意周到に準備していた（〔成功のための

用意周到〕）。

　この〔子どもが安定する手立てを講じる〕と〔成

功のための用意周到〕を繰り返す中で，母親は【子

どもが安心する対応を理解していく】ようになる。

５．【子どもに必要な対応を認識していく】

　母親は，自閉症に適していると言われている対

応を行うことで，子どもの様子が良くなっていく

ため，『有効性を実感する』ようになる。

　「先の見通しがつくようになったので，混乱は

減りました」「やり取りがうまくいくようになっ

た頃から，ことばの発信が増えだしたんですよ

ね。ことばも出ますね。しっかり伝わってきます

ね」

　そして，「TEACCHをしだした時の変化は，
私には大きかったんですよね。スケジュールって

いうことばよりも，生活の見通しっていうのがこ

んなに大事なのかって，そう思いましたね」「絵

カードを使って万人に分かるように，親だけじゃ

なくって誰でも分かるようにっていうところと，
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構造化って意味とかスケジュールの意味とかを，

改めて教えてもらったと思います」との語りのよ

うに，母親は自ら実践することによって，学習し

たことや支援者が行う子どもへの『手立ての意味

を理解する』ようになる。

　そして母親は，「日々，これがいいんじゃない

か，これがいいんじゃないかって，勉強会に行く

度に。全てを習得って難しいんですけど，この中

でこれならわが子のレベルに合うんじゃないか

な，こうしたらいいんだって，少しずつ変化して

いって」と語るように，段々と【子どもに必要な

対応を認識していく】。

６．【所属機関に理解を求める】

母親は，【子どもに合った対応を追求（する）】

し，【子どもが安心する対応を理解していく】一

方で，『行動の激しさに当惑する』ことが無くな

ることはない。その上，所属機関でストレスがあ

ると家で状態が悪くなるため，対応に非常に困る

ことも少なくなかった（『所属機関のストレス発

散に閉口する』）。

　「利用者の女の人から，そこはいっちゃだめっ

て怒られたみたいなんですよ。…（中略）…車の

中で後ろから足でバンバン蹴って，ギャーって

言って」「家に帰ったら，私の顔見た途端に顔色

変わって，…（中略）…うち帰ってパニック起こ

してますけど，事業所で何かありましたかって聞

いたら，えっそうなんですかって言われる」

　このようなことが続くと，「普通の感覚で，子

どもたちに教えたり怒ったりするんですよ。違う

でしょって，ここ違うでしょっていうことが，分

からない人がいましたね」や「これって事前に伝

えていたんですかねって言ったら，もちろん伝え

ることはなく」との語りのように，母親は『支援

者に不満を持つ』ようになる。

　そして，子どもの調子が悪く，母親や家族も対

応が大変であるため，所属機関に適切な対応を取

り入れてもらいたいと交渉する（『適切な対応を

交渉する』）。

　「何回も説明するんですね。手紙を書いたりと

か。ちょっとこういうことは苦手なので，声をか

けないでもらいたいですとか。」「こういうスケ

ジュールでって，担任の先生にすごーく細かく提

示してお願いして」

　このように母親は，子どもが通っている学校や

福祉サービス事業所等の【所属機関に理解を求め

る】。

７．【状態改善への渇求】

　しかし，母親がいくら【所属機関に理解を求め

（る）】，家庭の中で子どもへ様々な対応を行って

も，子どもの状態が悪く，改善の見通しが立たな

いため，この先どうなるのかと危機感を持つ（『状

態悪化による危機感』）ようになる。

　「目を瞑ったり，息を止めたり，唾を吐いたり，

夜中に大声を出したり，同じことばを繰り返すっ

てことがあって。…（中略）…これでは自分達で

はどうしようもないなって」「体が大きくなるか

ら力も強くなって，私の力じゃ抑え込めない。今

度は主人が抑え込んで，２～３時間，二人で耐え

てる。ずーっと，そんなのが続いてて。これはど

うにもならないなーって思って」

　そのため，「子ども自身が不安になって。それ

で夜寝なくなったり，主人に対しての暴力ってい

うのが出てきたので，それで相談に行ってみよう

かって」や「ここしか来るところないし，先生助

けてくださいって言った」との語りのように，母

親は子どもの行動問題への対応が非常に難しいた

め，『専門機関に助けを求める』。

　また，専門機関等から紹介された医療機関や，

小さな頃からの主治医に相談し，薬物による調整

を行う（『薬物による調整』）。

　「うちもたくさん薬を飲んでますけど。行動障

害があるたびに，薬の相談は主治医にしていま

す」「先生に相談して，すごいこだわりと寝ない

のはどうにかなりませんかって」

　このように母親は，子どもの状態があまりにも

悪く，子ども自身も辛そうに思え，家族も疲弊し

ているため，子どもの状態がどうにか良くならな

いかと強く願望する，（【状態改善への渇求】）。

８．【拠り所がある】

　母親は，子どもが通う療育機関等で，親同士の

繋がりができるようになる。また，勉強会に通っ

たり，市内にいくつかある発達障害の親の会に入

会することもある。

　「ここで変な行動をしても誰も咎めないし，正

直そんな子ばっかり来てるんで。何も気にせずに
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唯一過ごせる時間だったので，私の心の支えでは

あったと思います」や「毎月保護者会してくれる

んですけどね，出席率ほぼ100％。みんな途中か
ら，ここに来るの楽しみだよねって」との語りの

ように，親同士でお互いの大変さに共感し，『気

兼ねない居場所がある』ことが，母親の支えに

なっていた。

　また，子どもや母親の大変さや悩み等を理解し，

寄り添ってくれる担当者がいることが，母親を心

丈夫にしていた（『心丈夫になる担当者がいる』）。

　「先生たちが私たちに寄り添ってくれたこと

（が一番よかった）」「私が当たった先生は結構い

い先生だったと思うんですよね，話を聞いてくれ

たりとか。話がしたいですって言ったら，時間を

取って下さる先生ばかりだったので」

このように，【拠り所がある】ことが，「特効

薬っていうのはなかったんですけど，とにかく先

生は聞き役に徹してくれた」や「子どもたちは大

変だったんだけど，大変だ大変だって言いながら

も，愚痴をこぼしながらも励まし合ってきた」と

の語りのように，行動問題への対応で疲れ切って

いる母親を下支えしていた。

９．【生活しやすさを培う】

　母親は，【子どもに合った対応を追求する】，【子

どもが安心する対応を理解していく】，【子どもに

必要な対応を認識していく】を繰り返し繰り返し

行い，子どもの様子が段々安定していくと，一緒

に生活していく上で子どもや周囲が困らないよう

に，子どもが物事に対する柔軟性が育つように関

わる（『柔軟性を育む』）。

「叶えられないものってありますよね。そんな

に何々って言われても…（中略）…何って今は決

めていなくって，その時にお母さんが出すオヤ

ツって。ちょっとアバウトな部分も入れたいの

で」「ヘルパーさんがないお泊り，ただ泊まるだ

けもさせたいんです。何かがあって預ける時に，

いつもヘルパーさんが連れて行ってくれないんだ

よ，っていうのもしたいので」

　また，「私ではないヘルパーさんと，バスとか

JRとか公共交通機関を使って外に出て頂くって
いうのを，小４からしていて。今も必要かなと

思っているので」や「今，R倶楽部って，事業所
の先生がしているのに入れてもらってるんですけ

ど」との語りのように，母親は子どもの将来の生

活を考えて，ヘルパー等支援者と一緒に活動する

機会を作り，子どもが家族以外の人と行動できる

ようにする（『支援者の幅を広げる』）。

　このように母親は，人や物事に対するこだわり

が強く，臨機応変な事柄が苦手なわが子に対し

て，将来の生活に向けて，少しずつでもよいので

柔軟に生活していける力を培うように関わってい

くようになる（【生活しやすさを培う】）。

Ⅳ　考察

　本研究は，一時期行動問題が激しかったが，現

在（インタビュー当時）は比較的状態が安定して

いる，知的障害があり行動問題があるASDの子
を持つ母親へのインタビューを通して，母親の子

どもへの関わり方の変容プロセスを明らかにする

ことが目的であった。M-GTAによる分析の結果，
以下の点が明らかになった。

１点目は，母親の子どもへの関わり方プロセス

は，《子どもに必要な関わりが分かっていく》プ

ロセスであるといえる。《子どもに必要な関わり

が分かっていく》とは，子どもの『行動の激しさ

に当惑（する）』していた母親が，【子どもに合っ

た対応を追求する】，【子どもが安心する対応を理

解していく】，【子どもに必要な対応を認識してい

く】を繰り返し行うサイクルであった。先行研究

において李木（2003）10）は，母親は子どもが示す
行動の意味に気づき，それまでの子育ての方法を

変えようとしたことを報告している。また，鈴木

ら（2015）11）は，母親は子どもを取り巻く問題が
生じた場合に，適切な対処を導き出すために活用

される資源のひとつとして，特徴理解があること

を報告している。本研究結果の〔特性に合った方

法を見出そうとする〕と〔子どもが安定する手立

てを講じる〕は，これらの先行研究と近似してい

るといえる。しかし，本研究結果からはさらに，

母親は子どもが示す行動問題への関わり方につい

て，専門家にアドバイスを求めていた（〔専門的

な意見を欲する〕）ことと，子どもが新しい環境

に変わる時や苦手と思われる事柄に対して，失敗

しないように事前準備を周到にしていた（〔成功

のための用意周到〕）ことが明らかになった。また，

【子どもに合った対応を追求する】，【子どもが安

心する対応を理解していく】，【子どもに必要な対
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応を認識していく】を繰り返し行っていくことに

よって，【生活しやすさを培う】に至っていた。

　２点目は，《子どもに必要な関わりが分かって

いく》はすぐにうまくいくものではなく，【所属

機関に理解を求める】や【状態改善への渇求】を

行ったり来たりしながら，繰り返し行っていた。

また，それは，【拠り所がある】に下支えされて

いることが明らかになった。先行研究において李

木（2003）10）は，「（母親は）専門家にも協力を求
めようとしたが，うまくそれができなかった。専

門家とのよい関係が作れた時期には，子どもにも

成長が認められた。」と述べている。また，鈴木

ら（2015）11）は，母親が困った時に助けてくれる
人や受容的態度で接してくれる人の存在が，母親

の養育レジリエンスの構成要素の一つであると報

告している。本研究においても，母親は【所属機

関に理解を求める】や『状態悪化による危機感』

を経験するたびに，また《子どもに必要な関わり

が分かっていく》がうまくいかないたびに，怒り，

焦り，時には絶望感に襲われるが，『専門機関に

助けを求め（る）』たり，【拠り所がある】ことで，

どうにか気持ちを保っていた。【拠り所がある】

ことは，子どもが示す行動問題への対応に疲れ果

て，所属機関に対して不平不満がある母親にとっ

て，《子どもに必要な関わりが分かっていく》を

継続することを可能にしていたといえる。

Ⅴ　まとめ

　本研究結果を踏まえ，支援の提言を述べる。

　１点目は，『行動の激しさに当惑する』母親は，

〔専門的な意見を欲する〕。そのため，担任や担当

者は，知的障害があり行動問題があるASD者へ
の指導・支援方法を習得しておくことが必要であ

る。２点目は，母親は，【拠り所がある】ことに

下支えられていた。そのため，担任や担当者は，

母親の大変さや悩み等を理解し，寄り添うことが

重要である。また，親の会や親の集まり等，母親

に『気兼ねない居場所（がある）』を情報提供す

ることである。３点目は，《子どもに必要な関わ

りが分かっていく》はすぐにうまくものではな

く，【子どもに合った対応を追求する】，【子ども

が安心する対応を理解していく】，【子どもに必要

な対応を認識していく】を繰り返し行うサイクル

であった。そのため，すぐに結果が表れるもので

はなく，何年もかかることを認識しておくことが

必要である。また，担任や担当者ひとりで抱え込

むのではなく，『薬物による調整』やより専門性

の高い専門家の存在が必要な場合もあることを認

識しておくことが必要である。
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